日本人があの“死の行進”の道筋に学校を建設
日本の慈善家が　死の行進のルートに沿った道筋に学級校舎を寄付しました。

そこは、第二次大戦中に日本の軍隊によって、何千というフィリピン及びアメリカの
捕虜達が死んでいった悲劇の場所なのです。

教育省はこの火曜日に清水勝利氏からの学級校舎の引渡しを受けました。

受け入れ先は、バターン州のオリオンにあるバンタン小学校とタルラック州の

カパスにあるアンジェリーナ　ジメネス小学校です。それぞれの小学校は２棟の

学級校舎、それにはトイレと日本庭園が整備され、コンピュータが２台、LCD テレビが２台装備され、また、制服及び学級で使う机、椅子、黒板などが含まれています。
清水氏の寄付は教育省の　里親―A―学校プログラムの一環であり、その趣旨は

私企業に公立学校への援助を募るというものです。

”我々は、アールケイ清水財団（長崎）の清水勝利会長が使命と考える社会への貢献としての夢や架け橋の建設を助けるという活動の一環としてこの寄贈を有難く受けることにしました。多くが、これに続くことを願います。“　水曜日に出された声明のなかで、アルミン　ルイストロ教育省長官は述べています。

７４歳の清水氏。初めてフィリピンを訪れたのは１９６９年です。それからこの国へ

中古の船の販売を行うことで財を成したのです。彼は、第二の故郷であるフィリピンにどうやって恩返しが出来るかと考え、そして、寄付することが自分のやり方だと

考えるに至ったと、言っています。

この日本の慈善家が既にバタンガス州のタリサイに１学級校舎と学校用具、そして、

カラタガンに２学級校舎と学校用具を寄付しています。

“一方の端が日本で他方の端がフィリピン、それをつなぐ美しい虹になる”

これが、私のゴールですと、そう清水氏は、言いました。そして、もし私が逝ったら

私の息子が私の遺志を続けるように申し渡しておりますので、ご安心ください。

彼は、そう付け加えました。

（ABS/CBN news.com）
